
第104回 日本消化器病学会総会第104回 日本消化器病学会総会

ランチョンセミナー2ランチョンセミナー2

小児IBD患者にバイオを始めるタイミングと留意点

クローン病に対するインフリキシマブ治療の最適化
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　　　田辺三菱製薬株式会社

■本ランチョンセミナーは整理券制でございます。
　事前登録、当日券配布を行います。
　①総会の事前参加登録と同時にランチョンセミナーの予約申込が可能です。
　　事前参加登録期間 ： 2018年2月1日（木）～3月15日（木）
　②セミナー開催日当日にも当日券を配布いたします。
　　配布場所 ： 京王プラザホテル 5階「エミネンス」前
　　配布日時 ： 4月19日（木） 7:45～11:50 まで（※整理券が無くなり次第終了）
 ・セミナーには整理券をお持ちの方より優先的に入場となりますので、
  あらかじめご了承ください。
 ・整理券の有効期限は、セミナー開始5分後までとなります。
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The 104th General Meeting of the Japanese Society of Gastroenterology

座 長：緒方 晴彦 緒方 先生 （慶應義塾大学）

レミケードの新たなエビデンスを
如何に実臨床に繋げるか


